








要約:事故防止を社会的観点からとらえ、事故のサーベイランス・システムを確立ずること

が可能であるか否かを検討した。方法としては、事故・中毒の発生を記載する実態調査用

紙を 2種類作成し、医療機関,ならびに幼稚園・保育所において調査した。われわれか作成

した調査用紙による調査は可能であることがわかったが、施設によって得られる情報が異

なっていた。今後は、小児が生活している場のすべてから情報を収集し、この調査用紙を

使って幅広く調査を行うことが必要と考えた。 


